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飯山市 の石造物

29  生涯学習だより / 16.3 28

　太田地区五束集落の十字路に
ある道祖神です。この道祖神は男
女の姿が彫られている飯山市内
唯一の双体道祖神で、飯山市の
有形文化財に指定されています。
延享３年（1746）の銘があり、江
戸時代からの民間信仰をつたえる
石造物です。また今年五束では、
江戸時代から伝わる数えで７年
に１度の御柱（飯山市無形民俗
文化財）が開催されます。これら
の貴重な文化財が地域の人々に
よって受け継がれています。

五束の道祖神

 飯山市公民館・ふるさと館共催事業 飯
山
市
無
形
民
俗
文
化
財 
健
御
名
方
富
命
彦
神
別
神
社参

加
者
募
集

１
回
目

〇
日　

時　
４
月
23
日
㈯
９
時

～
11
時

〇
場　

所　

女
性
セ
ン
タ
ー
未

来
２
階
交
流
ル
ー
ム

〇
演　

題　

県
下
最
北
「
五
束

の
御
柱
」

〇
講　

師　

高
橋　

勸
氏

（
健
御
名
方
富
命
彦
神
別
神
社
宮
司
）

〇
持
ち
物　

筆
記
用
具
な
ど

２
回
目

〇
日　

時　
５
月
３
日
㈫
11
時

～
18
時
（
16
時
か
ら
の
県
無
形

民
俗
文
化
財
五
束
の
太
々
神
楽

な
ど
の
神
事
を
見
学
さ
れ
る
方

は
自
由
見
学
と
な
り
ま
す
。）

〇
集
合
場
所　

み
ち
く
さ
の
里

駐
車
場
（
太
田
地
区
堀
之
内
）

〇
講　

師　

望
月　

静
雄
氏

（
長
野
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
）

〇
持
ち
物　

昼
食
、
飲
料
、
雨

具
（
カ
ッ
パ
な
ど
）、
軍
手
、
歩

き
や
す
い
支
度
。

・
実
際
に
柱
曳
き
上
げ
﹆
御
柱
建

式
に
も
参
加
し
ま
す
。柱
曳
上
げ
﹆

御
柱
建
式
に
加
わ
ら
ず
﹆
見
学

を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
の

際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

寛
政
12
年
（
１
８
０
０
年
）
か
ら
永
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
県
下
最
北
端
の
御
柱
祭
」

第37回

　飯山市無形民俗文化財に指定されている「五束の御柱」。今回で37回を数えるこの行事が、
全国の望郷の方々もお迎えし、盛大に開催されます。数えで７年に１度の「県下最北端の御柱祭」
を学習することにより、飯山の宝ものを知り、広めて行きましょう。１回目は学習会、２回目は
現地研修形式で実際に柱曳上げ、御柱建式にも参加します。五束の御柱祭は、一緒に体験で
きる御柱祭です！
　柱曳き上げや御柱建式など、他では体験することができない行事に、一緒に参加しま
せんか。見学を希望される方は受付時にお申し出ください。皆さんのお申し込みをお待
ちしております。

御
柱
祭 
学
習
会

・
ト
イ
レ
は
社
務
所
な
ど
２
か
所

に
あ
り
ま
す
。

〇
定　
員　

50
名
（
先
着
順
）

〇
参
加
料　
１
２
０
０
円

※
学
習
会
の
参
加
者
に
は
、
木

札
、
ミ
ニ
お
ん
べ
、
手
ぬ
ぐ
い

を
お
渡
し
し
ま
す
。

〇
募
集
期
間　
３
月
29
日
㈫
か

ら
４
月
15
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
い
た

し
ま
す
。
事
前
の
お
申
込
み
は

受
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※
原
則
２
回
通
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〇
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
先

飯
山
市
公
民
館
☎
�
３
３
４
２

「 創造する力を未来へ！！ 」

○展示発表
日時
4 月 23 日  （土）９：００～１８：００
　     24 日（日）   ９：００～１７：００

（24 日の入場は 16：30 までとなります）
会場
飯山市公民館・飯山市美術館

【参加団体・個人一覧】（順不同・敬称略）

○舞台発表舞台発表
日時
4 月17 日（日）９：３０～
会場
飯山市文化交流館なちゅら大ホール

参 加 者 募 集 ！ ロビー・コンサート　
普段の練習の成果を、発表してみませんか？
きれいな音色・歌声をホールに響かせてみませんか？

場　　所：飯山市公民館ホール
日　　時：４月23日・24日の開催時間中
申込締切：４月3日（日）
詳しくは市民芸術祭事務局までお問い合せください。

合唱 / 飯山市混声合唱団　コーロ・エテルナ　女声
合唱団フィオーレ　コールかたくり　コーロ・カメ
リア　演奏 / みゆき野吹奏楽団　オカリナサークル
憩吹 -ibuki-　オカリナサークル「青い鳥」ザ・メイ
プル　朗読 / 飯山子どもと本をよむ会　こはる日の
会　演劇 / 飯山市民劇団「土」　歌・民謡 / 島田美
代　さかえ田植唄愛好会　バレエ / 白鳥バレエ学園
飯山教室　舞踊 / 河藤たつ千代社中　花房流飯山花
房会　ダンス / ダンスサークルたくみ　CHARMY
CHARMY GREEN　RIZUMU　飯山フォークダン
スサークル　AQUAaqua　HEROʻS　ヨシコフラ
スタジオ（ｶﾋﾟﾘﾅ・ﾋﾟｭｱ菜の花・ｱﾛﾊﾊｲﾋﾞｽｶｽ）
Halau Na Lei O Na Puanani(Hau&milimili)　
BEAT ☆ HEARTS　詩舞 / しろやま道場　太極拳 /
簡化二十四式太極拳

飯山みずえ会　飯山市書道協会　ももとせ塾　市の
口和紙絵会　木香会　ちぎり絵グループ　飯山市華
道会（池坊　池坊　草月流　梶井宮御流　龍生派）　
飯山日本画協会（あじさいの会　こぶしの会　楓の
会　信濃日本画院）　サロン・ド・ライチ　飯山水墨
画協会（椿の会　すみれ会　水墨会　水曜会　墨窿
会　ゆきわり水墨会）　和紙ちぎり絵寒椿　パッチワ
ークみゆき野　湯ノ入荘グループ　上野揮誠　今清
水重之　小川幹夫　松澤芳宏　松澤吾郎　村松和夫
上野幸二　中村岳人　森崎幸子　滝沢清志

※市民芸術祭の準備につき、飯山市美術館は４月 22 日（金）を臨時休館とさせていただきます。

◎お問合せ：飯山市文化交流館なちゅら内 市民芸術祭事務局（℡ 67-0311）
主催：飯山市・飯山市教育委員会・飯山市芸術文化協会　主管：飯山市民芸術祭運営委員会

オープニングセレモニー　４月１７日（日）９時１０分　飯山市文化交流館なちゅらナカミチ

　 第 36 回 飯山市民芸術祭
（入場無料）
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 いいやま女性センター未来 

ふ
る
さ
と
館
企
画
展

　
『
市
無
形
民
俗
文
化
財　
五ご
そ
く束

の
御お
ん
ば
し
ら柱』

飯山市美術館

　

木
漏
れ
日
が
キ
ラ
キ
ラ
と
差
し

込
み
、
カ
タ
ク
リ
な
ど
の
山
野
草

が
美
し
く
咲
き
誇
る
初
夏
の
秋
津

地
区
。

　

秋
津
の
自
然
と
宝
物
を
、
自
分

の
目
で
見
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
コ
ー
ス
の
途
中
、
上
の
堤
か
ら

見
下
ろ
す
飯
山
方
面
は
絶
景
で
す
。

長
野
県
史
跡
の
勘
介
山
古
墳
も
見

な
が
ら
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に
想
い
を

馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

飯
山
市
公
民
館
＆
秋
津
公
民
館
共
催
事
業

水み
ず
な
し
ざ
わ

梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会

（
勘
介
山
古
墳
学
習
会
）
参
加
者
募
集
！

― 

山
野
草
を
愛め

で
な
が
ら
太
古
の
地
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
緒
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
―

◆
日   

程　

４
月
24
日
㈰

   

※
小
雨
決
行

◆
時   

間　

10
時
～
12
時

  

（
と
ん
ぼ
の
里
公
園
ま
で
行
か
れ

る
方
は
13
時
過
ぎ
解
散
予
定
で
す
）

◆
集
合
場
所

　
飯
駒
入
口　

鏡
山
観
音
下
駐
車
場

◆
持
ち
物　

　

山
歩
き
の
で
き
る
支
度
、
靴
は

運
動
靴
か
長
靴
、
軍
手
、
お
や
つ
、

飲
み
物
、
そ
の
他

◆
申
込
締
切　
４
月
20
日 

㈬

◆
申
込
み
先　

秋
津
公
民
館    

☎
�
２
３
３
０

飯
山
市
公
民
館 

☎
�
３
３
４
２

〇
高
野
茂
子　

様

高
田
家
文
書
（
古
文
書
）

〇
浅
山　
卲　

様

浅
山
家
文
書
（
古
文
書
）

〇
武
田
良
一　

様

縄な
わ
な綯

い
機
、
藁
か
け
（
昭
和
）

〇
風
間
辰
雄　

様

有
線
電
話
機
、
紙
漉
き
道
具
（
昭

和
20
年
代
ほ
か
）

〇
市
村
の
り　

様

織
布
見
本
帳
（
昭
和
）

〇
綿
田
茂
実　

様

飯
山
線
関
係
写
真
お
よ
び
資
料

（
昭
和
40
年
代
～
）　

〇
ク
リ
フ
ト
・
ピ
ー
タ
ー
様

ア
ル
ペ
ン
用
ス
キ
ー
用
具
（
昭
和

30
年
代
）　

平
成
27
年
度

ふ
る
さ
と
館
資
料
寄
贈
一
覧

 　
　
（
27
年
11
月
～
28
年
３
月
）

　
貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

陶
を
再
現
し
つ
つ
自
由
な
作
風
を

示
し
た
。

　

次
に
紹
介
す
る
人
物
は
、
北
大

路
魯
山
人
の
窯
場
を
手
伝
う
な
ど

親
交
が
深
か
く
、
や
が
て
志
野
や

瀬
戸
黒
で
国
指
定
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者(

人
間
国
宝)

に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

『
荒
川
豊
蔵
』（
１
８
９
４

｜ 

１
９
８
５
）
岐
阜
県
出
身

　

昭
和
を
代
表
す
る
美
濃
焼
の
陶

芸
家
。
桃
山
時
代
の
志
野
に
陶
芸

の
原
点
を
求
め
、
古
志
野
の
再
現

を
目
指
し
て
作
陶
を
重
ね
、
遂
に

は
「
荒
川
志
野
」
と
呼
ば
れ
る
独

自
の
境
地
を
確
立
。
桃
山
陶
器
の

再
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
。
豊
蔵
の

志
野
は
、
白
い
志
野
釉
の
下
か
ら

透
か
し
て
見
え
る
火
色
や
小
麦
肌

の
も
の
が
一
番
と
い
わ
れ
、
釉
全
体

に
ひ
び
割
れ
が
あ
り
、
湿
り
気
と

艶
が
あ
っ
て
焼
け
縮
れ
て
い
る
の
が

特
徴
。

開　

館　
９
時
～
17
時
ま
で

　
　
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

入
館
料　
一
般
３
０
０
円

※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

・
お
問
合
せ
先　

　

飯
山
市
美
術
館　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
５
０
１

　

飯
山
市
出
身
愛
知
県
在
住
の

高
橋
正
義
さ
ん
が
収
集
し
た
「
ぐ

い
呑
み
」
を
多
数
ご
寄
贈
い
た
だ

い
た
こ
と
を
受
け
、
今
後
は
常
設

展
示
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
て
ご
紹

介
し
て
ま
い
り
ま
す
。
毎
月
数
点

ず
つ
を
入
れ
替
え
な
が
ら
継
続
し

て
展
示
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
企
画
ス
タ
ー
ト
の
皮

切
り
に
今
回
は
こ
の
人
を
ご
紹
介

し
ま
す
！

『
北
大
路
魯
山
人
』（
１
８
８
３

｜ 

１
９
５
９
）
京
都
府
出
身

　

書
家
、
篆
刻
家
と
し
て
頭
角
を

現
す
も
、
陶
芸
・
画
家
・
料
理
研

究
家
な
ど
多
方
面
に
才
能
を
発
揮
。

料
理
に
適
し
た
食
器
を
求
め
て
作

陶
を
試
み
た
の
が
陶
芸
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
（
１
９
３
６

年
以
降
は
陶
芸
に
専
心
）。
多
種

の
技
法
に
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
古

 

『
今
月
の
ぐ
い
呑
み

                     

～
高
橋
正
義
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
～
』

▼荒川豊蔵

▲北大路魯山人

　

飯
山
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
る
「
五
束
の
御

柱
」
行
事
。

　

御
柱
っ
て
ど
ん
な
祭
り
？
い

つ
か
ら
ど
ん
な
風
に
行
わ
れ
て

き
た
？
祭
り
の
よ
う
す
を
伝
え

る
写
真
や
、
健
御
名
方
富
命

彦
神
別
神
社
（
五
束

神
社
）
所
有
の
古こ
め
ん面

（
市
有
形
文
化
財
）
や

薙な
ぎ
か
ま鎌
（
市
有
形
文
化

財
）
な
ど
の
展
示
を

通
し
、
五
束
の
御
柱

の
歴
史
や
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〇
期　
間

４
月
21
日
㈭
～

        

６
月
26
日
㈰

開
館
時
間　

　
　

  

９
時
～
18
時

（
入
館
17
時
30
分
ま
で
）

平
成
27
年
度　

  

い
い
や
ま
女
性
セ
ン
タ
ー
未
来

第
２
回
運
営
委
員
会
開
催
報
告

　
２
月
23
日
㈫
に
、
い
い
や
ま
女

性
セ
ン
タ
ー
未
来
の
第
１
講
習
室

に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
運
営
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
お
よ
び
協
議
事
項
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
、
平
成
27
年
度
事
業
実
績
報

告
お
よ
び
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

２
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て

　

委
員
か
ら
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー

未
来
も
含
め
た
５
館
で
開
催
し
て

い
る
学
び
の
エ
リ
ア
秋
ま
つ
り
の

日
程
に
つ
い
て
、
講
座
の
内
容
に

つ
い
て
な
ど
意
見
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
女
性
が
社
会
で
活
躍

す
る
た
め
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
講
座
の
充
実
を
期
待
す

る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

働
く
女
性
、
働
き
た
い

女
性
を
支
援
す
る
た
め
、

参
加
し
や
す
い
よ
う
配
慮

し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
等
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
い
い
や
ま
女
性
セ
ン
タ
ー

未
来
で
は
、
平
成
28
年
度

も
充
実
し
た
余
暇
活
用
と
、

女
性
が
自
ら
学
び
行
動
し

社
会
参
画
し
て
い
く
た
め
の

支
援
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

入
館
料　
お
と
な
２
０
０
円　

※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

・
お
問
合
せ
先　

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館　

☎
�
２
０
３
０

▲五束神社の薙
なぎかま

鎌

　

３
月
５
日
㈯
飯
山
市
文
化
交

流
館
な
ち
ゅ
ら
で
、
講
師
に
清
水

国
明
氏
を
お
迎
え
し
飯
山
雪
国

大
学
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
３
０
０
名
の
皆

さ
ん
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
の
、
自
ら
経
験
を

ユ
ー
モ
ア
っ
た
っ
ぷ
り
に
語
る
講

演
に
、
会
場
は
大
き
な
笑
い
に
包

ま
れ
ま
し
た
。「
生
き
る
チ
カ
ラ

と
は
な
に
か
。
大
人
に
向
か
っ
て

成
長
し
よ
う
と
す
る
チ
カ
ラ
の
こ

と
だ
。
と
こ
ろ
が
、
成
長
し
よ
う

と
し
な
い
。
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま

う
。
理
由
は
、
大
人
が
前
に
進
ん

で
い
な
い
こ
と
。
年
は
取
り
た
く

な
い
な
ど
と
、
大
人
が
若
さ
に
向

か
っ
て
バ
ッ
ク
し
て
く
る
。
だ
か

ら
子
ど
も
は
大
人
を
追
い
か
け
な

い
か
ら
、
逃
げ
る
方
法
を
覚
え
て

し
ま
う
。
大
人
に
、
お
年
寄
り

に
憧
れ
る
見
本
が
い
な
い
。
大
人

は
前
進
す
る
こ
と
、
毎
日
を
思
い

切
り
生
き
る
、
そ
し
て
魅
力
的
な

大
人
に
な
る
こ
と
が
大
事
。」「
大

人
は
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
立
場

な
の
に
、
寒
く
な
い
か
、
苦
し
く

な
い
か
、
と
優
し
く
ば
か
り
接
し

て
い
た
ら
子
ど
も
た
ち
を
腐
ら
せ

て
し
ま
う
。
子
ど
も
た
ち
は
種
で

あ
る
。
大
人
が
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
を

鍛
え
る
こ
と
で
あ
る
。
な
に
く
そ

と
思
え
る
力
を
育
て
る
こ
と
が
必

要
。
時
に
は
押
さ
え
つ
け
て
、
浮

力
を
与
え
る
。
そ
れ
が
ジ
ャ
ン
プ

ア
ッ
プ
す
る
力
に
な
る
。」「
ゲ
ー

ム
よ
り
も
、
も
っ
と
楽
し
い
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
義

務
が
大
人
側
に
は
あ
る
。
ま
た
、

厳
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
今

の
暮
ら
し
の
あ
り
が
た
さ
が
わ
か

る
。」
な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
飯
山
に
は
素
晴
ら
し

い
自
然
が
あ
っ
て
、
素
晴
ら
し
い

お
年
寄
り
が
た
く
さ
ん
い
る
。
い

ろ
い
ろ
な
経
験
や
知
識
が
将
来
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
つ
は

ず
。
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
住

み
、
学
習
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

大
人
た
ち
は
前
進
す
る
こ
と
。
魅
力
的
な
大
人
に
な
る
こ
と
。

飯
山
雪
国
大
学　
文
化
講
演
会

　
　
　
　
「
生
き
る
チ
カ
ラ　
自
然
の
チ
カ
ラ
」
開
催

生
き
る
チ
カ
ラ
を
は
ぐ
く
み
、
子
ど
も
の
チ
カ
ラ
を
育
て
る

清水国明氏

紫と白のカタクリが咲き誇ります

春を探しに出かけませんか

大きな笑いに包まれました



◇
鯉
の
ぼ
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
毎
年
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
鯉

の
ぼ
り
を
今
年
も
４
月
中
旬
か
ら

太
田
公
民
館
前
駐
車
場
で
泳
が
せ

る
予
定
で
す
。
各
ご
家
庭
で
不
要

と
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
寄
贈
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
問
合
先     

太
田
公
民
館

☎
�
４
５
７
９

◇
お
知
ら
せ

　
平
成
28
年
度
の
岡
山
公
民
館
運

営
審
議
会
を
４
月
16
日
㈯
に
開
催

し
ま
す
。
作
年
度
よ
り
五
団
体
総

会
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
、
関

係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
出
席
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

・
問
合
先　

岡
山
公
民
館

☎
�
２
０
１
０

◇
瑞
穂
公
民
館
運
営
審
議
会
開
催

　
１
月
23
日
㈯
、
瑞
穂
公
民
館
運

営
審
議
会
が
開
か
れ
、
平
成
28
年

度
瑞
穂
公
民
館
の
事
業
計
画
・
予

算
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
の
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
瑞
穂
地
区
球
技
大
会　

６
月
５
日
㈰

◆
瑞
穂
地
区
大
運
動
会　

８
月
28
日
㈰

◆
瑞
穂
地
区
文
化
祭
・
駅
伝
大
会

10
月
23
日
㈰

　

こ
の
ほ
か
学
習
事
業
で
は
、
今

年
７
月
に
行
わ
れ
ま
す
小
菅
の「
柱

松
柴
燈
神
事
」
に
関
す
る
学
習
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
問
合
先　

瑞
穂
公
民
館

☎
�
２
５
０
１

◇
か
ま
く
ら
の
里　
第
16
回
か
ま
く

ら
祭
り
開
催

　
２
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
の
２
日

間
、
毎
年
恒
例
の
か
ま
く
ら
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
過
去
に
例
を
見
な
い

雪
不
足
と
な
り
、
か
ま
く
ら
作
り

に
は
た
い
へ
ん
苦
慮
し
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
飯
山

混
声
合
唱
団
」
の
皆
さ
ん
や
バ
ン

ジ
ョ
ー
チ
ー
ム
「
＠Cam

pers

」

の
皆
さ
ん
の
演
奏
に
よ
り
、
雨
天

に
負
け
な
い
盛
り
上
が
り
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
も
北
陸
新
幹
線
の

車
両
型
の
「
か
ま
く
ら
新
幹
線
」

も
登
場
。
か
ま
く
ら
祭
り
の
期
間

中
以
外
に
も
大
勢
の
方
に
お
い
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ま
く
ら

村
」
の
営
業
も
２
月
28
日
で
終
了

し
、
今
年
の
か
ま
く
ら
シ
ー
ズ
ン

は
既
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
来
年

も
よ
り
よ
い
か
ま
く
ら
祭
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
学
習
講
座
﹁
常
盤
料
理
教
室
﹂

開
催

　
２
月
28
日
㈰
、
常
盤
公
民
館
に

て
「
キ
ノ
コ
ジ
ュ
レ
で
健
康
ダ
イ

エ
ッ
ト
」
と
題
し
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
沼
田
浩
子
さ
ん（
小
泉
）

で
、
ご
自
身
の
体
験
も
踏
ま
え
て

料
理
の
調
理
法
や
料
理
の
効
用
な

ど
分
か
り
や
す
く
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

飯
山
の
特
産
で
あ
る
き
の
こ
を

使
用
し
た
健
康
料
理
に
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
も
た
い
へ
ん
満
足
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

◇
新
年
度
老
燃
教
室
開
講

　
こ
の
教
室
は
、「
老
い
て
も
な
お

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
皆
で
学
び
、

体
を
動
か
し
、
仲
間 

と
の
交
流
を

図
り
、
さ
ら
に
元
気
に
燃
え
上
が

る
」
を
基
本
目
標
と
し
て
、
飯
山

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
と
共
同
で
開
催

し
ま
す
。

　

公
民
館
が
共
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
未
加
入
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
。

・
期　

日　

４
月
12
日
か
ら
11
月

22
日
ま
で
の
毎
月
第
２
・
第
４
火

曜
日

・
時　

間  

13
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
～
15
時
30
分

・
場　

所　

飯
山
市
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
２
階
講
堂

・
内　

容　

①
そ
の
時
期
に
ふ
さ

わ
し
い
お
話
②
童
謡
・
唱
歌
③
レ

ク･

軽
運
動
（
各
30
分
単
位
）
楽

し
い
茶
話
会
は
３
回
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

・
問
合
先　

  

飯
山
公
民
館　

 

☎
�
３
３
４
２

  

飯
山
地
区
社
協 

☎
�
２
８
４
０

◇
秋
津
地
区
人
権
同
和
男
女
共

同
参
画
学
習
会

　
２
月
29
日
㈪
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
「
マ
ン
ガ
で
学
ぼ
う　
男
と
女
」

と
題
し
、
漫
画
家
の
段 

丹
映
子

さ
ん
を
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社

会
的
・
文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
性

別
）
に
気
づ
き
、
男
女
が
性
別
に

と
ら
わ
れ
ず
、
お
互
い
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
地
域
社
会
づ
く
り
を

し
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
学
習

会
で
し
た
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
が
違
う
こ

と
を
実
感
し
、
そ
れ
を
聞
く
こ
と

に
よ
っ
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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飯

山

太

田

外

様

常

盤

岡

山

秋

津

瑞

穂

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

の
部
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
約
１
週

間
を
か
け
雪
像
制
作
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
他
の
区
の
レ
ベ
ル
は

た
い
へ
ん
高
く
、
肴
町
区
は
遠
く

お
よ
び
ま
せ
ん
が
３
位
入
賞
め
ざ

し
、
81
歳
の
長
老
を
筆
頭
に
自
主

的
に
毎
晩
10
人
近
く
の
区
民
が
集

ま
り
、
雪
像
作
り
を
し
ま
し
た
。

基
本
は
19
時
～
21
時
は
制
作
、
21

時
以
降
は
飲
み
会
で
す
。
コ
ン
テ

ス
ト
結
果
は
残
念
な
が
ら
入
賞
は

果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
ん

な
満
足
気
で
し
た
。

　

昨
今
、
区
民
の
交
流
の
機
会
が

少
な
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
お
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
き
っ
か
け
に

交
流
を
深
め
て
い
け
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　

肴
町
は
飯
山
地
区
の
ほ
ぼ
中
心

に
位
置
し
、
20
件
ほ
ど
の
集
落
で

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
は
信
越
線
が
開
通
す
る
ま

で
信
州
の
海
の
出
入
口
で
し
た
。

上
町
、
下
町
（
現
本
町
）、
肴
町
が

最
初
に
城
下
町
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
歴
史
あ
る
肴
町
で
は
夏
の

風
物
詩
の
「
祇
園
祭
」
を
本
町
区

と
と
も
に
伝
承
し
て
き
ま
し
た
。

　

小
さ
い
区
な
ら
で
は
の
悩
み
が

あ
り
ま
す
。
私
ご
と
で
は
あ
り
ま

す
が
区
長
は
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

区
の
高
齢
化
も
進
み
、
役
員
も
毎

年
変
わ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
役
が

回
っ
て
く
る
状
況
で
す
。

　

良
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
区

民
全
員
が
区
民
全
員
を
把
握
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
親
睦
も
深
く
、

区
の
活
性
化
の
た
め
に
日
々
画
策

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
第
34
回
い
い
や
ま
雪
ま

つ
り
の
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
商
店
街

い
い
や
ま
雪
ま
つ
り
に
参
加
し
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肴
町
区
長　
東　
庄
太
郎

　
今
後
、
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
み
、

区
の
運
営
も
厳
し
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
肴
町
区
で
は
今
年
度
は
「
明
日

の
肴
町
を
考
え
る
会
」
と
し
て
偶
数

月
に
会
議
を
行
い
模
索
中
で
す
。

区
長
紹
介

　
昭
和
30
年
生
ま
れ
。
市
内
で

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
。

 

名
前
は
庄
太
郎
。
く
し
く
も
翌

年
﹆﹁
鉄
人
28
号
﹂
の
連
載
が
始

ま
り
﹆
鉄
人
を
自
由
に
操
れ
る
小

型
操
縦
器
を
も
つ
主
人
公
の
少
年

の
名
前
﹁
正
太
郎
﹂
と
同
じ
。
ま

さ
に
時
代
を
先
取
っ
た
名
前
で

す
。
人
柄
は
非
常
に
暖
か
く
﹆触
っ

て
み
る
と
や
は
り
暖
か
い
。
ま
じ

め
で
物
ご
と
に
熱
心
な
人
で
す
。

今
年
で
２
回
目
の
区
長
で
す
が
﹆

快
く
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

区
民
に
と
っ
て
頼
れ
る
存
在
で
す
。

　
そ
ん
な
区
長
を
筆
頭
に
今
年

は
改
革
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
役
員
を
中
心
に
区
民
全
員

で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
ま

す
。
時
に
は
暴
走
も
し
ま
す
が
﹆

そ
こ
は
皆
で
抑
え
な
が
ら
﹆
つ
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

  ︵
飯
山
公
民
館
広
報
部
︶

　

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
、
最

近
関
心
し
た
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す

か
？

　

私
は
仕
事
柄
、
講
義
や
講
習

を
受
け
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
が
、

つ
い
先
日
、
と
っ
て
も
関
心
し
た

講
義
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

内
容
も
良
か
っ
た
ん
で
す
が
、

何
よ
り
も
講
師
の
話
し
方
に
隙
が

無
い
！
ど
ん
ど
ん
惹
き
こ
ま
れ
て

し
ま
う
ん
で
す
。
１
時
間
程
の
講

義
時
間
だ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。

　

何
が
関
心
し
た
か
っ
て
？
実
は

別
の
日
に
別
の
人
が
同
じ
内
容
の

講
義
に
行
っ
た
ん
で
す
が
・
・
・

す
み
ま
せ
ん
、
全
く
面
白
く
な

い
・
・
・
。

　

何
故
で
し
ょ
う
か
？
一
番
の
違

い
は
、
手
元
に
資
料
を
持
た
ず
、

聞
き
手
側
の
よ
う
す(

顔)

を
見

な
が
ら
、
話
し
か
け
て
い
る
ん
で

す
。
２
０
０
人
近
く
い
る
全
員
に
。

テ
ン
ポ
も
抜
群
！
（
他
に
も
違
い

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
）

　

人
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
も
違
い

が
出
る
の
か
ぁ
・
・
・
っ
て
感
心

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

自
分
も
そ
う
な
り
た
い
と
思
っ

て
も
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
事
に
も
真
剣

に
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
行

け
ば
、
い
つ
か
は
人
に
感
動
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
・
・
・
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
過

ご
す
今
日
こ
の
頃
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
感
動
を
！
関

心
を
！
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
己
紹
介

　
２
期
︵
４
年
間
︶
専
門
部
員
を

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な

か
な
か
役
に
立
て
ず
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
﹆
よ
り
一
層
﹆
関

わ
り
合
い
を
持
っ
て
地
域
活
性
を

お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

関
心
・
感
動
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
公
民
館
専
門
部
員　
市
川　
賢

駅伝でも大活躍です！飯山の特産品を使っての料理を学びました

地域社会づくりをしていくきっかけとなる学習会でした
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の日は休館です。

図書館
ニュース

4/1 金 移動図書館車④太田・富倉
2 土
3 日 10:30 ～ おはなしひろば
4 月 月曜休館
5 火
6 水 移動図書館車③温井・秋津
7 木 10:30 ～ 絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車②今井・西大滝
9 土
10 日 10:30 ～ ブックスタート
11 月 月曜休館
12 火
13 水 移動図書館車①北原・常盤
14 木 10:30 ～ 絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車④太田・富倉
16 土
17 日
18 月 月曜休館
19 火
20 水 移動図書館車③温井・秋津
21 木 10:30 ～ 絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車②今井・西大滝
23 土
24 日 10:30 ～ おはなしひろば
25 月 月曜休館
26 火
27 水 移動図書館車①北原・常盤
28 木 10:30 ～ 絵本とわらべうたの会
29 金 休館（祝日）
30 土

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

趣　
味　
・
実　
用

も
し
僕
が
い
ま
25
歳
な
ら
、

　
　
こ
ん
な
50
の
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
。

自
分
は
自
分
人
は
人

武
士
の
娘

先
輩
が
部
下
に
な
っ
た
ら

フ
グ
田
マ
ス
オ
さ
ん
家
を
買
う
。

「
日
中
お
む
つ
ゼ
ロ
」
の
排
泄
ケ
ア

「
引
き
ず
ら
な
い
」
人
の
習
慣

「
ほ
ら
、
あ
れ
だ
よ
、
あ
れ
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
な
る
本

世
界
で
も
っ
と
も
貧
し
い

　
　
　
　
大
統
領
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
の
言
葉

農
業
女
子
の
お
う
ち
ご
は
ん

み
つ
ば
ち
高
校
生

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
ビ
ジ
ネ
ス
、
暮
ら
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
変
え
る

午
後
に
は
陽
の
あ
た
る
場
所

不
味
い
！

珈
琲
屋
の
人
　々
上
・
下

あ
さ
の 

あ
つ
こ

今
野

 

敏

小
路
幸
也

滝
口

 

生

小
川
洋
子

葉
室

 

麟

柚
木
麻
子

岡
野
雄
一

岩
本
素
白

よ　
み　
も　
の

第２日曜日を除く、毎月日曜日は「おはなしひろば」の日

大

活

字

花
冷
え
て

臥
龍

ア
シ
タ
ノ
ユ
キ
カ
タ

死
ん
で
い
な
い
者

ど
う
ぶ
つ
た
ち
の
贈
り
物

神
剣

幹
事
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん

ペ
コ
ロ
ス
の
母
の
贈
り
物

素
湯(

さ
ゆ)

の
よ
う
な
話

小
泉 

武
夫

池
永

 

陽

毎月木曜日は「絵本とわらべうたの会」の日

開館時間と休館日
〈開館時間〉　火～金 9：30 ～ 18：00
　　　　　  土・日 9：30 ～ 17：00

〈定 休 日〉　月曜日・祝祭日・年末年始
◇　図書館カレンダー　◇

旬の本・話題の本・意外な本

　大作家である著者とその初孫が、毎
年、トトロに幼稚園児・ギャル・メイ
ド姿などに扮して撮り続けた年賀状の
写真と、それにまつわるエピソードが
紹介されています。「ふざけ半分はダ
メだ！」とこだわった写真は、著者の
情熱とユーモアがいっぱいで、真似し
たくなってしまうかもしれません。

新 
着 
図 
書 

案 

内松
浦 

弥
太
郎

和
田
秀
樹

杉
本
鉞
子

門
脇
竜
一

峰
尾
茂
克

高
頭
晃
紀

西
多
昌
規

茂
木 

健
一
郎

ホ
セ　
ム
ヒ
カ

「
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
料
理
部

森
山
あ
み

日
本
経
済
新
聞
社

菊
池
桃
子

孫
と
私
の
小
さ
な
歴
史

︻
シ
リ
ー
ズ
︼
わ
た
し
の
﹁
お
す
す
め
本
﹂
紹
介
し
ま
す

平成２８年度　移動図書館車 ゆきつばき号　巡回日程表　( ４月～６月）

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
時
間

１コース水曜日
( 北原・常盤方面）

２コース金曜日
（今井・西大滝方面）

３コース水曜日
（温井・秋津方面）

４コース金曜日
( 太田・富倉方面）

北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田出張所前
9:50 ～ 10:10 10:00 ～ 10:20 10:00 ～ 10:20 10:00 ～ 10:20⇒ ⇒ ⇒ ⇒

柏尾公民館 千曲荘前 奥信濃ふるさと館 柳沢公会堂
10:15 ～ 10:35 10:25 ～ 10:50 10:30 ～ 10:50 10:25 ～ 10:45⇒ ⇒ ⇒ ⇒

戸隠公民館 旧戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場前 小泉集落センター
10:45 ～ 11:05 10:55 ～ 11:15 10:55 ～ 11:15 10:55 ～ 11:15⇒ ⇒ ⇒ ⇒

下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様文化センター
11:10 ～ 11:30 11:20 ～ 11:40 11:25 ～ 11:45 11:25 ～ 11:45⇒ ⇒ ⇒ ⇒

小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 坂井多目的集会所 富倉活性化センター
11:35 ～ 11:55 2:20 ～ 2:40 1:50 ～ 2:10 2:00 ～ 2:20⇒ ⇒ ⇒ ⇒

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 ふっくら工房ふるさと前 ◎大川ふれあい交流センター
2:25 ～ 2:45 2:45 ～ 3:05 2:15 ～ 2:35 2:40 ～ 3:00⇒ ⇒ ⇒ ⇒

神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂
2:55 ～ 3:15 3:10 ～ 3:30 2:50 ～ 3:10 3:05 ～ 3:25⇒ ⇒ ⇒ ⇒

福島公民館 和水多目的センター 深沢公会堂 ○笹川公民館
3:20 ～ 3:40 3:35 ～ 3:55 3:20 ～ 3:35 3:30 ～ 3:50⇒ ⇒ ⇒ ⇒

戸那子構造改善センター 岡山活性化センター 新田創造館 ○南条生活改善センター
3:50 ～ 4:10 4:00 ～ 4:20 3:40 ～ 3:55 3:55 ～ 4:15⇒ ⇒ ⇒

常盤小学校付近 秋津中央公会堂 ◎水上団地集会所
4:20 ～ 4:40 4:05 ～ 4:25 4:20 ～ 4:40⇒

静間神社道路付近 ◎印は新規設置
4:30 ～ 4:50 ○印は時間変更

巡
回
日

４月 １３日・２７日 ８日・２２日 ６日・２０日 １日・１５日

５月 １１日・２５日 １３日 １８日 ６日・２０日

６月 ２２日 １０日・２４日 １５日・２９日 １７日

　

飯
山
図
書
館
の
移
動
図
書
館
車

「
ゆ
き
つ
ば
き
号
」
を
ご
存
知
で
す

か
？

　

ゆ
き
つ
ば
き
号
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
に
よ
り
図
書
館
に
行
く
こ

と
が
困
難
な
方
々
へ
読
書
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
た
く
さ
ん
の

本
を
載
せ
て
市
内
の
各
地
域
を
ま

わ
っ
て
い
る
移
動
式
の
図
書
館
で

す
。
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
の
週

２
回
運
行
し
て
お
り
、
４
コ
ー
ス
、

40
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
２
週
間
ご
と

に
巡
回
し
て
い
ま
す
。

●
４
月
よ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
変

更
に
な
り
ま
す
！

　
よ
り
多
く
の
方
々
に
、「
ゆ
き
つ

ば
き
号
」
を
ご
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
４
月
よ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
新
た
に

「
大
川
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
」

と
「
水
上
団
地
集
会
所
」
が
加
わ

り
、
残
念
な
が
ら
利
用
者
の
少
な

か
っ
た
「
山
口
公
会
堂
」
と
「
市

ノ
口
公
会
堂
付
近
」
が
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
な
く
な
り
ま
す
。

（
※
巡
回
日
程
表
は
、
左
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●
ど
ん
な
本
が
借
り
ら
れ
る
の
？

　

話
題
の
小
説
や
文
庫
、
字
が
大

き
く
て
読
み
や
す
い
大
活
字
本
、

料
理
・
手
芸
・
園
芸
な
ど
の
趣
味

の
本
、
聞
い
て
楽
し
い
落
語
の
Ｃ

Ｄ
な
ど
、「
ゆ
き
つ
ば
き
号
」
に
は

常
に
１
５
０
０
冊
の
本
が
載
せ
ら

れ
て
お
り
、
一
人
10
冊
ま
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
読
み
た
い
本
が
載
っ
て

な
い
場
合
、
予
約
リ
ク
エ
ス
ト
と

い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

●
だ
れ
で
も
借
り
ら
れ
る
の
？

　

飯
山
市
在
住
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
飯
山
市
に
あ
る
会
社
・
学
校

に
勤
務
・
在
学
し
て
い
る
方
も
本

が
借
り
ら
れ
ま
す
。
本
を
借
り

る
に
は
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す

が
、
保
険
証
や
学
生
証
な
ど
で
本

人
確
認
が
で
き
れ
ば
、
移
動
図
書

館
車
で
も
す
ぐ
に
利
用
者
カ
ー
ド

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

市
外
在
住
の
方
は
、
一
部
サ
ー
ビ

ス
が
異
な
り
ま
す
。

移動図書館車「ゆきつばき号」

あ
な
た
の
近
く
に
本
を
お
届
け
し
ま
す

移
動
図
書
館
車

ゆ
き
つ
ば
き
号

　

新
聞
に
載
っ
て
い
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
す
ぐ
書
店
に
行
き
一
気

に
読
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

今
か
ら
約
１
６
０
０
年
前
、
７

歳
に
し
て
出
家
し
、
母
と
共
に
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
渡
り
イ
ン
ド
ま
で

旅
し
た
鳩
摩
羅
什
（
く
ま
ら
じ
ゅ

う
）。
今
現
存
す
る
仏
教
典
の
多

く
を
中
国
語
に
翻
訳
し
、

中
国
、
朝
鮮
、
日
本
へ
と

仏
教
伝
来
に
貢
献
し
た

鳩
摩
羅
什
の
生
き
方
に

感
銘
を
受
け
た
著
者
が
、
長
年
の

夢
を
か
け
て
、
酷
暑
と
砂
漠
の
中
、

鳩
摩
羅
什
の
足
跡
を
辿
る
紀
行
文

で
す
。

　

仏
教
が
日
本
に
ど
う
普
及
し
て

い
っ
た
の
か
、
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

木
島
地
区　
小
林
千
代
子
さ
ん

『
ひ
と
た
び
は
ポ
プ
ラ
に
臥
す
』
全
６
巻　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

宮
本　
輝　
著

　1月号の大野さんの記事を
読んで、自分もヘミングウェイ
の本を所有しており、昔読ん
だことを懐かしく思い、自分も
おすすめの本を紹介したいと
連絡をいただきました。

【５月２６日 ( 木 ) ～６月８日 ( 水 ) 蔵書点検のため休館となります。】

佐
藤
愛
子
／
著


